
 

 

 

 

 

 

 

 

共通テストについて 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



「共通テスト、不安だな…。」 

４年目の共通テストに対して、不安を抱えている受験生はたくさんいると思います。 そこで、

今回は実際に第１～３回目の共通テストを受けた先輩方に、 

共通テストについてのお話を頂きました！ 

 

 

★共通テスト対策に力を入れ始めた時期(対象：21．22．２３年度入学生) 

 

 

★共通テストの勉強で特に気を付けたこと 

【国語】 

・時間配分を意識して解く。 

・設問で聞かれている要素をすべて反映できているか意識しながら解く。（自分で１から回答を作っ

て同じになるか） 

・漢字や語彙問題は確実に取りきる。 

・問題形式が独特なため、共通テスト専用の参考書を使う。 

・過去問を解きまくって時間配分・問題の形式のイメージを定着させる。 

 

【数学】 

・とにかく時間を意識して、「正確に速く」解くことを意識してた。 

・小問集合は落とさない。誘導にのる。 

・とにかく数をこなして、傾向をつかもうとした。 

・初めに計算ミスしたらその後の答えもずれていくから、最初の計算は特に確認する。 

・わからなかったら潔く飛ばす。 

・解き終わった後、問題の誘導で意図的に省略されているところも含め、すべての過程をドヤ顔で

説明できるくらいに理解する。 

 

 



【英語リスニング】 

・とにかく聞きまくる。共通テスト直前の一か月前からは毎日聞いていた。 

・毎日少しの時間でいいから英語を聞く。 

・音声が流れる前に本文や問題文を読んでおくこと。 

・とにかく数をこなして形式になれる。自分が苦手な大問を集中的に練習する。 

・聞き取れなかったところがあっても、次の問題に切り替える。 

 

【英語リーディング】 

・時間配分を意識して解く。 

・とにかく速読の練習をしまくる。 

・数をこなして慣れる。 

・わからない単語があっても「名詞っぽい」「プラスの意味っぽい」程度で読み進める。 

・factか opinionか判断する問題や、意見文を読み比べる問題など、独特の出題形式には 

慣れておくべき。 

 

【生物】 

・実験問題は飛ばすと後から大変なため一回で解き切る。 

・まずはすべての問題に目を通して時間配分をざっくり決めて解けそうな問題から解く。 

・流れも意識しながら解く。知識ぶつ切りはだめ。 

 

【物理】 

・公式は何に使える公式なのか理解しながら覚える。 

・ひとつの問題集を極めた。（二次対策がそのまま共通テスト対策につながると思う） 

・どうしてその答えになるのかを突き止める。 

・原理を大切にする。計算ミスをしない。 

 

【化学】 

・自分の得意な分野（理論、無機、有機とかのくくりで）からやると気持ちに余裕が出る。 

・とにかく落ち着く。焦ると問題が何言っているのかわからない。 

・年度によって結構傾向が異なる印象だったので、過去問を解くたびにノートにまとめたりして念入

に復習した。 

 

【生物基礎】 

・模試やテストで間違えた問題だけルーズリーフにまとめていた。（以外と同じようなところを間違え

ていたため。） 

・問題を解いて曖昧なところを見つけて、集中的に勉強する。 

・教科書を全部覚えるつもりで暗記。 

 

 



【物理基礎】 

・問題集を１つ決めて 2周した。模試の解きなおし。 

・力の方向などの矢印をしっかり書き込んで整理する。 

 

【化学基礎】 

・何回も問題を解いてパターンを覚える。 

・計算に時間をかけすぎないようにする。モル計算は素早く。 

・身の回りの化学のとこきっちり抑える。 

 

【地学基礎】 

・教科書の内容をひたすら覚える。 

・ひたすら演習と見直し。 

 

【地理】 

・１つの問題に時間をかけすぎて、他の問題を解く時間が足りなくなるという状況にならないように

時間が来たら、次に行って後で戻ってくる。 

・楽しむ。資料集を読む。 

・ネットの白地図をプリントして、資料集と地図帳から必要な情報をどんどん書き込む。これ結構お

すすめで、勉強の合間のリラックスにもなるし、試験前はこれを見るだけで頭に入れられる量が段違

いで多い。 

 

【倫理政経】 

・文章は長いけど問題に関係ないところが多いから、大事なとこだけ読む。 

・用語だけでなくその考え方も資料集を用いて深く理解する。 

・２，３年前の時事問題に関連した分野が出るからそこをチェックする。YouTube で分かりやすい

動画を隙間時間に見る。 

 

【日本史】 

・どの内閣のときに何が起こったかを抑える。 

・こじつけでも自分が気に入った覚え方の方で暗記する。（池田勇人イケメンやからいいこといっ

ぱい起こるなど） 

 

【世界史】 

・とにかく縦の関係と横の関係を意識する。 

・教科書を読んで出来事の流れを意識する。 

 

 

 



【その他共通テスト全般】 

・毎日ちょっとずつどの教科も勉強する。12 月と１月はプレッシャーに慣れるために時間を測って解

く。 

 

・共テはとにかくスピード勝負だったので、時間配分を演習中から意識することはめっちゃ大事。た

だ、焦ってやれってことじゃなくて、時々深呼吸して正確に解いていく必要もあるから、その辺のメン

タルも勉強の中で身に着けていく。 

 

・パック演習等で、毎回自分で目標（得点率とか）を決めて、自己採の後でどの分野で落としてい

るか、目標に届いていないか等を振り返る。 

 

・マークミスとか、時間の計算のために毎回ちゃんとマークシートを用意していた。共通テストは１つ

の問題を何回もやるよりも、大量にいろいろな問題に触れることが大切。 

 

 

★共通テストを受けての感想 

【国語】 

・直前の授業中にやった問題と同じのが古文で出ました。先生ありがとう！って思った。 

・やっぱり時間足りない。 

・眠たくならないように、お昼を最小限にしたのは大成功！ 

 

【数学】 

・焦って 20点くらい簡単に飛んでしまった。 

・思ったより算数とか大事やなって思った。１つでも計算ミスしたら詰む。 

・１個目の問題に固執しすぎて時間を浪費した。 

・花子太郎意味わからん事し過ぎ。 

 

【英語リスニング】 

・機材が配られてから開始までがめっちゃ緊張した。 

・自信のない問題があると後の問題も引っ張られてしまった。 

・1日目の最終のリスニングは。集中力大事！ 

・少し思考が必要だった。聞き取るだけじゃない。メモの取り方を練習すべき。 

・集中力を保つのが大変だったのと機器の扱いが初めてでビビった。 

 

【英語リーディング】 

・速読しか勝たん。 

・時間がないからめっちゃ急いで解いたら、時間は余ったけどめっちゃケアレスミスしてた。 

・最後時間が足りなくて焦った。練習では焦ってはいけないって思えるけど本番では確認とかしたく

なるし焦る。 



 

【生物】 

・勘で解きました。問題が何言ってるのかわからん過ぎて、難しいのかもわからなかった。終わったと

きは、上手くいったんちゃう？って思ったけど思い違いだった。 

 

【物理】 

・始まってすぐに全体を見て、得意分野から始めた方がいい。 

・基本的な問題も多かった。 

 

【化学】 

・時間が足りないかも。解ける問題を確実に。 

・文章の読み間違えミスが多かった。 

 

【生物基礎】 

・いつも通りできた。見直しもできた。 

・苦手科目だったので、本番もあまりできなかった。勉強法にもう少し工夫が必要だったかもしれな

い。 

 

【物理基礎】 

・計算の確認に焦った。 

・やっぱり時間ギリギリになりがち。わからん問題飛ばすのも大事だけど飛ばしすぎるとわけわから

んくなる。 

 

【化学基礎】 

・わからなかったら飛ばす精神が大切だった。 

・計算が合っているかが心配すぎた。 

 

【地学基礎】 

・解けていた気がする。 

・簡単でした！ 

 

【地理】 

・１科目のため緊張していて、少してこずった。 

・単純に演習不足だった。 

 

 

 

 



【倫理政経】 

・落ち着いて資料を読んでいけばヒントはたくさん隠されている。 

・政経の時事問題に焦った。もっとちゃんと確認しておけばよかった。 

 

【日本史】 

・日本史 A と日本史 Bを間違えないように！ 

・はじめの科目でびっくりするくらい緊張した。 

・年号覚えていなかったのがちょっと痛かった。 

 

【世界史】 

・最近の流行は現代史って聞いていたのに全然でなかった。中国の文化史全然勉強していなか

ったのにたくさん出た。１科目から大打撃を受けた。 

・年号覚えたらグラフの読み取りの問題が有利だった。 

 

【その他共通テスト全般】 

・とにかく緊張はするからいつも通りにはいかなかった。でも案外、頭と手は動いてくれる。 

・社会をなめたら負けます。 

・全教科終わった後のマークミスが怖かった。もっとマークミスのチェックをすればよかった。 

・思っている以上に緊張する。 

・担当の教授たちも緊張していたっぽいから安心した。 

・最後は頑張ってきた自分を信じるだけ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



★共通テストリサーチをどう受け止めたか、二次試験への気持ちの切り替えのアドバイス 

・志望校を下げるのも下げないのも自分次第だから、後から後悔しないような選択をしようと思っ

て、神戸大学Ｃ判定だったけど突っ込んだ。 

 

・判定は結構ええやん！って思えました。２月の最初から私立入試が始まるので、２，３日休んで、また

受験勉強が始まった。 

 

・第一志望は E判定ですぐ諦めました。赤本を解きまくって切り替えました。 

 

・判定なんか関係ない！ここで力尽きる人もいるから、勉強頑張った分だけごぼう抜きできる！ってい

うのをイメージしながら勉強してました。あきらめない気持ちが大切です！ 

 

・ただの紙切れ。 

 

・無視。英語が得意だったから、気持ちが落ちそうなときは英語を解いていい点を取ってなだめて

た。気持ちはすぐに二次の方に向いた。「よし、神戸大に受かりに行こう」みたいな気持ち悪いくら

いのナルシスト感と自信があればなんとかなると思います。 

 

・正直リサーチがＣ判定で受験するかどうか悩んだし、目標点数からほど遠く、悔しすぎて共テ終わ

ってからずっと泣いていた。それでも勉強し続けた。勉強中もずっとモヤモヤしていて、周りの人に

話を聞いてもらったり、アドバイスをもらったりして自分と向き合った。そうするなかで今まで神戸大

に行くために勉強してきたから絶対行きたいという気持ちが芽生え始め、絶対に挽回してやると思

い二次試験に向けての勉強に取り組み始めた。最終的に決めるのは自分で、行きたいという気持

ちと今までの努力を忘れずに切り替えることが必要だと思った。 

 

 


